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1 はじめに
近年では、テキスト分析を用いて経済市場の動きを予測する

研究が盛んに行われている。中でも、2018 年に Google が発
表した BERT [1] という自然言語処理モデルが、当時のモデル
と比べてさまざまなタスクにおいて最高スコアを叩き出して
いる。
本研究では、その BERT から得られる分散表現をファイン

チューニングによってさらに精度の高い分散表現を出力できる
ようにし、精度の高い分散表現を株価を予測する指標とするこ
とを目的としている。

2 対象とする問題
2006年の日本経済新聞から選択した経済に関する記事 20件

を図 1に示す。labelはその記事がポジティブ（1）かネガティ
ブ（0）かを表しており、Chat-GPTを用いてラベリングを行っ
た。これを BERTに入力し、出力された 768次元の分散表現を
UMAP [2]を用いて 2次元に削減した結果を図 2に示す。左上
部分とそれ以外で分かれているが、縦軸の幅が大きいのでそれ
ぞれの分散表現は似たようなものであるとは言い難い。
また、本研究では、日本経済新聞を用いて Sentence-BERTに

よるファインチューニングすることを検討している。しかし、
その際に用いる triplet データの作成には何かしらのラベルが
必要であるが、日本経済新聞にはそのようなラベルは存在しな
い。故に、日本経済新聞を用いてのファインチューニングが行
えないという問題がある。

図 1 2006年の経済に関する記事 20件

図 2 2006年の経済に関する記事の分散表現

Algorithm 1 tripletデータ作成アルゴリズム
1: X ← []

2: 文書集合 D に含まれる文書の全組み合わせを作成し P と
する

3: while X の長さが必要数になるまで do

4: (d1, d2)← Pからランダムに選択
5: if d1と d2のラベルが同じなら then

6: d3 ← d1とラベルが異なる文書からランダムに選択
7: (d1, d2, d3) を anchor-positive-negative として X に

追加
8: end if

9: (d1, d2)を Pから削除
10: end while

3 提案手法
提案手法の流れを図 4 に示す。chABSA-dataset [3] という
上場企業の有価証券報告書 (2016 年度) をベースに作成された
データセット（以降、chABSAと記す。）を用意する。chABSA

を用いることで、ラベリングが行われていない日本経済新聞の
経済に関わる記事の代用としている。ratingはその文書がポジ
ティブかネガティブかを表している。次に、東北大学によって
作成された事前学習モデル [4]に対して、Sentence-BERTの目
的関数を Triplet Object Function [5]としてファインチューニ
ングを行うため、約 2800の文書で構成されている chABSAを
加工して今回は 10000件の tripletデータを作成する。

tripletデータは、anchor, positive, netativeの 3つの文から
成るデータであり、positive は anchor と同じラベルを持ち、
negative は anchor と異なるラベルを持つ。アルゴリズム 1

に triplet データを作成する際のアルゴリズムを記す。まずは
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図 3 作成した tripletデータ

tripletデータを作成

tripletデータを用いて
Triplet Object Functionを目的関数として

ファインチューニング

図 4 提案手法の流れ

じめに、文書集合 D に含まれる文書の全ての組み合わせを生
成する。そこからランダムに anchor と positive の組を選択
し、二つの文書が同じラベルであればラベルが異なる文書から
negativeをランダムに選択することによって tripletデータを
生成する。
アルゴリズム 1 で作成した triplet データを図 3 に示す。今

回作成した triplet データは、anchor がポジティブであるも
のは 6828 件、ネガティブであるものは 3172 件で構成されて
いる。

4 実験結果
ファインチューニングの際のハイパーパラメータは以下のよ

うに設定した。

• BATCH SIZE = 16

• NUM EPOCH = 1

• EVAL STEPS = 1000

• ARMUP STEPS = int(len(train dataset) //
BATCH SIZE * 0.1)

図 4 の流れでファインチューニングを行い、そのモデルに
図 1 の記事を入力することで有効性を確かめた。Sentence-

図 5 ファインチューニング後の分散表現

BERT によるファインチューニングをしたモデルに図 1 を入
力し、出力されたベクトルを 2 次元にした結果を図 5 に示す。
図 2と比較すると、ポジティブな記事の分散表現が 4つ近い値
の分散表現を持っていることが確認できる。
また、縦軸の幅の値が小さくなっていることも確認できる。

5 まとめと考察
本論文では、BERTはクラスタリングには向かない、日本経

済新聞を用いた BERT のファインチューニングが難しいとい
う問題に対して、日本経済新聞の経済に関する記事に代わって
chABSAによる Sentence-BERTを用いたファインチューニン
グ手法を提案した。そして、chABSAを用いた Sentence-BERT

によるファインチューニングを行うことで、似たような意味を
持つ文書が似たような分散表現を持つようになった。この結果
が得られたことで、chABSAを用いた Sentence-BERTによる
ファインチューニングの有効性を確かめることができた。
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